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６
０
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友
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３
６
） 

圭
子
の
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。
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。
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ろ

と
名
乗
る 

 

遠
野 
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あ
き
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（
享
年
５
５
）
圭
子
の
夫
。
５
年
前
に
事
故
死 

 



 1 

１
． 

遠
野
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

一
軒
家
の
リ
ビ
ン
グ
。
隣
に
は
キ
ッ
チ
ン
。 

ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
で
向
か
い
合
う
遠
野
圭
子
（
６
０
）

と
遠
野
愛
（
３
６

）
。

愛
は
短
髪
で
、
男
性
的
な
装
い
。 

圭
子
の
前
に
は
手
術
同
意
書
が
置
か
れ
て
い
る
。 

圭
子
、
顔
を
覆
う
。 

愛
、
立
ち
上
が
り
、
圭
子
の
横
へ
。 

宛
名
だ
け
が
書
か
れ
た
手
紙
を
差
し
出
す
。 

愛 
 

「
落
ち
着
い
た
ら
、
読
ん
で
」 

圭
子
、
手
紙
を
受
け
取
り
、 

圭
子 

「
愛
ち
ゃ
ん
」 

引
き
止
め
る
よ
う
に
見
つ
め
る
。 

愛
、
一
瞬
目
を
閉
じ
る
。 

小
さ
く
首
を
振
る
。 

背
を
向
け
、
そ
の
ま
ま
部
屋
を
出
て
い
く
。 

 

２
． 

遠
野
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

圭
子
、
ソ
フ
ァ
ー
で
目
を
覚
ま
す
。
身
な
り
は
昨
夜
の
ま
ま
。 

起
き
上
り
、
キ
ッ
チ
ン
へ
。 

 

３
． 

遠
野
宅
・
キ
ッ
チ
ン
（
朝
） 

小
窓
か
ら
朝
陽
が
差
し
込
む
キ
ッ
チ
ン
。 

圭
子
、
水
切
り
カ
ゴ
か
ら
グ
ラ
ス
を
取
り
、
水
を
飲
む
。 

窓
を
見
て
、
目
を
細
め
る
。 

 

４
． 

遠
野
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

圭
子
、
リ
ビ
ン
グ
に
戻
る
。 

部
屋
の
隅
に
あ
る
、
小
さ
な
仏
壇
を
見
る
。 

亡
く
な
っ
た
夫
・
遠
野
晃
（
５
５
）
の
遺
影
と
位
牌
。
写
真

の
中
で
晃
が
微
笑
ん
で
い
る
。 

圭
子
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
目
を
伏
せ
る
。 

視
線
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
へ
。 

同
意
書
の
上
に
は
、
昨
夜
の
手
紙
。 

圭
子
、
手
に
取
り
、
裏
返
す
。 
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差
出
人
に
は
「
遠
野
晃
弘

」。 

圭
子
の
目
が
開
か
れ
る
。 

 
×

 
×

 
×

 

昼
の
日
差
し
。 

圭
子
、
テ
ー
ブ
ル
を
前
に
座
っ
た
ま
ま
。
服
は
着
替
え
済
み
。 

手
紙
は
未
開
封
で
あ
る
。 

仏
壇
の
ほ
う
を
見
る
。
変
わ
ら
ぬ
夫
の
微
笑
み
。 

圭
子
、
勢
い
よ
く
立
ち
上
が
る
。 

そ
し
て
遺
影
を
伏
せ
る
。 

 
×

 
×

 
×

 
圭
子
、
テ
ー
ブ
ル
に
戻
っ
て
い
る
。 

手
紙
を
手
に
取
る
。 

改
め
て
差
出
人
を
見
つ
め
る
。 

封
を
開
け
よ
う
と
、
ハ
サ
ミ
を
構
え
る
。 

携
帯
電
話
が
鳴
る
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
振
動
し
て
い
る
。 

圭
子
、
反
射
的
に
電
話
に
出
る
。 

圭
子 

「
も
し
も
し
。
う
ん
。
え
？ 

今
か
ら
？
」 

窓
の
外
を
見
る
。 

す
で
に
日
が
傾
い
て
い
る
。 

 

５
． 

フ
ァ
ミ
レ
ス
・
店
内
（
夜
） 

窓
側
の
ボ
ッ
ク
ス
席
。
店
内
は
学
生
や
家
族
連
れ
が
多
い
。 

秋
山
美
紀
（
６
０

）、

興
味
津
々
な
笑
顔
。 

美
紀 

「
そ
れ
で
？ 

読
ん
だ
の
？
」 

圭
子 

「
そ
の
前
に
ア
ン
タ
が
呼
び
出
し
て
き
た
ん
で
し
ょ
」 

美
紀 

「
そ
れ
は
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
で
、
手
紙
も
っ
て
き
て
な
い
の
？
」 

圭
子
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
手
紙
を
出
す
。 

美
紀
、
手
紙
を
手
に
取
る
。 

美
紀 

「
名
前
、
ア
キ
ヒ
ロ
っ
て
読
む
の
か
な
。
晃
さ
ん
か
ら
取
っ
て
？ 

は
ぁ
、
い
い
子
じ
ゃ
な
い
」 

美
紀
、
封
筒
を
開
こ
う
と
す
る
。 

圭
子
、
慌
て
て
奪
い
取
る
。 

圭
子 

「
開
け
て
い
い
っ
て
言
っ
て
な
い
で
し
ょ
！
」 

美
紀 

「
す
ぐ
読
ん
で
あ
げ
な
っ
て
ば
」 
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圭
子 

「
（
大
声
で
）
だ
か
ら
、
ま
だ
落
ち
着
い
て
な
い
ん
だ
っ
て
！
」 

店
内
の
注
目
が
集
ま
る
。 

圭
子
、
口
に
手
を
当
て
る
。 

美
紀
、
苦
笑
。 

美
紀 

「
ご
め
ん
。
バ
バ
ア
に
な
る
と
お
せ
っ
か
い
焼
き
た
く
て
」 

圭
子 

「
や
め
て
よ
。
私
も
バ
バ
ア
っ
て
こ
と
に
な
る
じ
ゃ
ん
」 

ふ
た
り
の
空
気
が
緩
む
。 

子
供
の
泣
き
声
。
離
れ
た
位
置
の
テ
ー
ブ
ル
か
ら
で
あ
る
。 

４
歳
ほ
ど
の
女
の
子
が
泣
い
て
お
り
、
両
親
が
お
ろ
お
ろ
と

し
て
い
る
。 

女
の
子
「
車
が
よ
か
っ
た
の
！
」 

圭
子
、
女
の
子
を
見
る
。 

圭
子 

「
愛
も
、
車
と
か
恐
竜
な
ん
か
が
よ
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
」 

美
紀 

「
そ
れ
で
圭
子
は
ど
う
し
て
た
の
？
」 

圭
子 

「
選
べ
る
な
ら
、
選
ば
せ
て
た
。
洋
服
と
か
も
男
の
子
用
の
で
さ
」 

美
紀 

「
私
ら
の
時
代
で
そ
れ
は
す
ご
い
わ
」 

圭
子 

「
で
も
、
今
回
は
話
が
違
う
で
し
ょ
。
体
に
メ
ス
入
れ
ん
の
よ
。
お

も
ち
ゃ
と
は
違
う
の
。
体
を
変
え
る
な
ん
て
。
正
直
、
怖
い
よ
」 

美
紀 

「
私
も
怖
い
と
思
う
よ
」 

圭
子
、
驚
く
。 

圭
子 

「
美
紀
は
ど
っ
ち
の
味
方
な
の
よ
」 

美
紀 

「
ア
ン
タ
ら
親
子
の
味
方
。
愛
ち
ゃ
ん
？ 

い
や
、
晃
弘
く
ん
？ 

に
も
久
々
に
会
い
た
い
し
ね
」 

圭
子
、
手
紙
を
見
る
。 

圭
子 

「
絶
縁
状
だ
っ
た
ら
ど
う
す
ん
の
」 

美
紀 

「
な
ら
読
ま
な
い
で
お
く
？
」 

圭
子 

「
そ
れ
は
な
い
。
け
ど
、
心
の
準
備
が
ね
？
」 

美
紀 

「
丸
一
日
か
け
て
、
そ
れ
は
な
い
で
し
ょ
。
ぐ
だ
ぐ
だ
し
て
た
ら
死

ん
じ
ゃ
う
よ
。
私
ら
、
も
う
６
０
だ
よ
」 

美
紀
、
け
ら
け
ら
と
笑
う
。 

圭
子
、
つ
ら
れ
て
笑
う
。 

女
の
子
「
あ
り
が
と
お
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

先
ほ
ど
泣
い
て
い
た
女
の
子
が
、
店
員
に
お
も
ち
ゃ
を
取
り

換
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。
周
囲
に
笑
顔
の
花
が
咲
く
。 
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圭
子
、
鞄
か
ら
ハ
サ
ミ
を
取
り
出
す
。 

 

６
． 

フ
ァ
ミ
レ
ス
・
外
観
（
夜
） 

女
の
子
、
母
親
に
手
を
引
か
れ
、
歩
い
て
い
く
。 

向
か
う
先
に
は
車
が
停
ま
っ
て
い
る
。 

運
転
席
に
は
父
親
。 

 

７
． 

フ
ァ
ミ
レ
ス
・
店
内
（
夜
） 

圭
子
、
窓
の
外
を
見
る
。 

そ
し
て
、
自
分
の
右
手
を
見
る
。 

 

８
． 

（
回
想
）
遠
野
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

ソ
フ
ァ
ー
が
壁
際
に
寄
せ
ら
れ
、
中
央
に
は
棺
が
あ
る
。 

圭
子
、
棺
に
寄
り
添
い
、
泣
い
て
い
る
。 

愛 
 

「
お
母
さ
ん
」 

圭
子
、
顔
を
あ
げ
る
。 

愛
が
立
っ
て
い
る
。
ボ
ブ
カ
ッ
ト
。
女
性
用
の
準
喪
服
姿
。 

愛 
 

「
遅
く
な
っ
て
ご
め
ん
。
明
日
か
ら
休
み
取
っ
た
か
ら
」 

圭
子 

「
愛
ち
ゃ
ん
、
愛
ち
ゃ
ん
」 

圭
子
、
右
手
を
の
ば
す
。 

愛
、
近
寄
り
、
そ
の
手
を
両
手
で
包
む
。 

愛 
 

「
私
が
い
る
よ
」 

圭
子
、
愛
の
手
を
握
り
返
す
。
（
回
想
終
了
） 

 

９
． 

フ
ァ
ミ
レ
ス
・
店
内
（
夜
） 

窓
の
外
。
親
子
の
姿
は
な
い
。 

封
筒
の
横
に
、
折
り
た
た
ま
れ
た
便
箋
。 

圭
子 

「…
…

も
っ
と
早
く
言
い
た
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
」 

美
紀 

「
そ
う
書
い
て
あ
っ
た
の
？
」 

圭
子 

「
う
う
ん
。
私
が
晃
の
こ
と
で
参
っ
て
た
か
ら…

…

言
え
な
か
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」 

美
紀 

「
あ
ぁ
」 圭

子
、
便
箋
を
見
る
。 

圭
子 

「
『
愛
ち
ゃ
ん
』
っ
て
呼
ば
れ
る
の
が
苦
し
か
っ
た
っ
て
。
で
も
、
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そ
れ
で
私
を
嫌
っ
た
こ
と
は
な
い
っ
て
。
優
し
い
よ
ね…

…

」 

美
紀 

「
や
っ
ぱ
、
い
い
子
。
間
違
い
な
く
ア
ン
タ
の
子
ど
も
だ
わ
」 

圭
子 

「
育
て
た
つ
も
り
だ
っ
た
け
ど
、
私
の
ほ
う
が
育
て
ら
れ
て
た
よ
う

な
も
ん
よ
」 

会
話
が
途
切
れ
る
。 

圭
子
、
美
紀
の
カ
ッ
プ
を
見
て
、 

圭
子 

「
コ
ー
ヒ
ー
、
持
っ
て
こ
よ
う
か
。
そ
れ
と
も
ジ
ュ
ー
ス
？
」 

美
紀 
「
そ
れ
よ
り
、
愛
ち
ゃ
ん
に
電
話
し
な
く
て
い
い
の
？
」 

圭
子 

「
晃
弘
の
こ
と
？
」 

美
紀
、
一
瞬
驚
く
も
、
す
ぐ
に
笑
顔
。 

美
紀 

「
も
う
呼
べ
て
る
じ
ゃ
ん
」 

圭
子 

「
今
度
は
私
が
手
を
引
い
て
あ
げ
た
い
の
。
子
供
に
強
が
ら
せ
た
ま

ん
ま
じ
ゃ
恥
ず
か
し
い
し
」 

美
紀 

「
ふ
ぅ
ん
。
あ
の
世
の
晃
さ
ん
も
安
心
だ
ね
」 

圭
子 

「
肝
心
な
時
に
い
な
く
て
困
っ
た
も
ん
だ
け
ど
ね
。
あ
っ
」 

美
紀 

「
な
に
」 

圭
子 

「
遺
影
伏
せ
た
ま
ん
ま
だ
わ
。
な
ん
か
笑
顔
が
む
か
つ
い
て
」 

美
紀 

「
も
う
い
い
か
ら
帰
り
な
さ
い
よ
、
ア
ン
タ
」 

圭
子 

「
言
わ
れ
な
く
て
も
。
美
紀
は
も
う
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
し
て
い
き

な
ね
」 圭

子
、
伝
票
を
手
に
取
り
、
去
る
。 

 

１
０
． 

遠
野
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

間
接
照
明
だ
け
が
灯
る
リ
ビ
ン
グ
。 

圭
子
、
電
話
を
か
け
る
。 

呼
び
出
し
音
を
聞
き
な
が
ら
、
伏
せ
た
遺
影
を
元
に
戻
す
。 

愛
の
声
「
お
母
さ
ん
？
」 

圭
子 

「
次
は
い
つ
来
る
の
？
」 

愛
の
声
「
そ
れ
っ
て
」 

圭
子
、
小
さ
く
息
を
吸
う
。 

圭
子 

「
晃
弘
」 電

話
の
向
こ
う
で
、
愛
が
息
を
詰
ま
ら
せ
る
。 

圭
子
、
優
し
い
表
情
。 

圭
子 

「
ち
ゃ
ん
と
話
そ
う
」 
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キ
ッ
チ
ン
へ
向
か
う
。 

 

１
１
． 

遠
野
宅
・
キ
ッ
チ
ン
（
夜
） 

圭
子 

「
う
ん
。
う
ん
。
待
っ
て
る
。
大
丈
夫
だ
か
ら
ね
」 

圭
子
、
電
話
を
切
る
。 

水
切
り
カ
ゴ
か
ら
グ
ラ
ス
を
出
し
、
水
を
飲
む
。 

壁
に
寄
り
か
か
り
、
小
窓
を
見
る
。 

ゆ
っ
く
り
と
目
を
閉
じ
る
。 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
お
わ
り
） 


